第２１回日本語弁論大会実施要領


Ⅰ．開催日時及び会場
日時：平成２７年４月２５日（土）１３：００～
会場：ブルガリア科学アカデミー講堂

Ⅱ．目的
（1） ブルガリアにおける日本語学習者に一層の意欲を与え日本語能力の向上を支援する。
（2） 日ブルガリア二国間の文化交流及び文化理解に寄与する。

Ⅲ．応募資格
（１）初級の部
ア　１８歳以上：学習時間５００時間未満、１０ヶ月以上の日本滞在経験無し
イ　１８歳未満：学習時間７５０時間未満、１０ヶ月以上の日本滞在経験無し

（２）中級の部
ア　１８歳以上：学習時間５００時間以上・１０００時間未満、１０ヶ月以上の日本滞在経験無し
イ　１８歳未満：学習時間７５０時間以上・１０００時間未満、１０ヶ月以上の日本滞在経験無し
※なお、学習時間については２０１５年４月１日時点で換算することとする。

Ⅳ．応募方法
出場希望級用の申請書及び、大会にて発表を希望する弁論原稿を期限までに在ブルガリア日本国大使館へ提出する。なお、弁論大会本番では2分３０秒～３分１５秒の制限時間を設けるため、右時間内に発表できる程度の長さのものとする。また、特段テーマ等は設けない。
在ブルガリア日本国大使館住所：　Culture and Information Section 
[bookmark: _GoBack]Embassy of Japan in Bulgaria 
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			Ms. Nikolina Radivoeva (nikolina.radivoeva@sf.mofa.go.jp)

Ⅴ．審査方法
（１）第一次審査：日本語の弁論原稿による審査を行う。
（２）最終審査：弁論による審査及び質疑応答による審査を行う。なお、最終審査の要領は以下のとおり。
①参加者は、制限時間（2分３０秒～３分１５秒）内で日本語によるスピーチを用意し、暗記の上、聴衆の前で発表する。制限時間外のスピーチは減点対象。
②質疑応答：スピーチ終了後、スピーチ内容に関する２問の質問（日本語）を行いその対応ぶりも採点項目とする。
③５名程度の審査員により審査基準の各項目に従い採点が行われ、集計の結果に基づき審査員が協議を行い、出場者順位を決定する。

Ⅵ．日程
３月１９日（木）　書類提出期限（在ブルガリア大使館必着）
３月２５日（水）合格者発表
４月２５日（土）　最終審査と表彰

Ⅶ．留意事項（パフォーマンスの禁止）
（1） スピーチの際の原稿は一切持ち込み禁止とします。
（2） スピーチの際に小道具等は一切持ち込み禁止とします。
								　　
　（了）
